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論文の内容の要旨

　2次元の高粘性の流れは，線形化されたナビエ・ストークスの方程式と連続の式によって記述されるが，これ

を等渦度線と等圧力線が直交することから，流れ関数に帰着させて解く今井功の方法がある。この方法は以前か

ら公開されていたが，かなり難解であるためにその応用例は非常に少ない。

　一方，日本海付近の大陸プレートの相互運動は一種の高粘性の流れと解釈することができるが，これを流体力

学的に取り扱った研究は決して多くはない。

　この研究においては，マントルの流れが，襖型領域の中の遅い粘性流の方程式で近似できることを再確認し，

これを複素関数を用いて二次元流で表現した。

　領域の中に湧点がある場合には，境界の運動と関連して流れは相当に複雑になる。この場含，流れを表現する

関数は境界条件から一意的に定まることを示した。

　模型領域の頂点に融点が発生すれば，プレート下部の圧力は急激に上昇する。このことは小川等によってすで

に指摘されているが，その際水平プレート内にはせん断応力が生じ，プレートの破壊が生じうることを示した。

これは海岸線に平行な火山帯発生のモデルのひとつと考えられると指摘している。

審査の結果の要旨

　本研究はコンパクトな表現によって数理的に明快であり，その点においては十分に評価できる。特に沈み込み

プレートの上部の破壊，あるいは溶融によって圧力の他にせん断応力がプレート内に生じ得るという指摘は新し

い知見であり，すでに学会に発表され，論文として受け入れられている。

　応用的な考察については今後発展の余地が多分にあり，今後さらに検討を加えられる可能性に富んでいる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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